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タマガイ類(巻貝)の蓋化石の産状について考える

間島隆一(筑波大学･地球科学研究科)
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1.はじめに

さまざまな化石カミ目本の新生代の海成層から産出す

る.そのうち大型で産出量も豊富であり誰にでも

採集することカミできるなどもっとも親しみのあるもの

は貝化石である.貝類(軟体動物)は二枚貝類巻

貝類ツノ貝類ヒザラガイ類頭足類(オｰム貝の仲間)

などに分類されこのうち巻貝類と二枚貝類が新生代

の海成層からもっとも普通に産出する.巻貝類に分類

されるタマガイ類は新生代の貝化石のなかでもとく

に多産するグノレｰプのひとつである.

海岸で貝殻を拾っていたり貝化石を露頭で採集して

いると二枚貝や巻貝の殻に内側に向かってその径が

細くなる円形の穴カミ時々観察される(第1図の1-11-

2および1-gの矢印).この穴はタマガイ類による捕

食の跡でタマガイ類は他の二枚貝や巻貝の殻に穴を開

けその軟体を食する捕食動物である.彼らは砂･泥

底に住み通常底質に潜って餌をあさる.共喰いもけ

っして珍しくない(第1図の1-g).

タマガイ類(タマガイ科:Nati･id･e)はアンプロスピ

リナ亜科(Ampu11o･pi･inae)タマガイ亜科(N･ti･ina｡)

トミガイ亜科(Polini･in･e)およびフクロガイ亜科(Si-

ninae)の4亜科に大別されている.このうちタマ

ガイ亜科に分類される種カミ石灰質の厚い蓋(蓋の内表面

は角質)をもつのに対しトミガイ亜科とフクロガイ亜

科に分類される種は茶色カミかった通常半透明な薄い

角質の蓋(第1図の1-5b)をもつ.アンプロスピリナ

亜科に分類される多くの種は絶滅して現在生き残って

いないためその蓋がどのようなものであったかはよ

くわかっていない.タマガイ亜科のもつ石灰質の蓋

はその殻と組織力洞じであるため化石として保存さ

れやすい.これに対して角質の蓋は石灰質の蓋にく

らべ化石として保存されにくく他の巻貝類の蓋の化石

が非海成層中から印象として報告(大森･茨木1966;

IwAsAKI,1980;松岡･中村1981)されているだけであ

る･この一文の目的は日本産タマガイ亜科の殻と蓋

の化石がしばしば共産することおよびその化石の蓋の

保存位置から何が推測されたか(MAJIMA,1984)を紹介

することである.

2･タマガイ類の4亜科の特徴

タマガイ類の殻は形態が単調で化石のように通常

蓋も色彩も失われているものではその区別がなかなか

むずかしい.とくにトミガイ亜科の種とタマガイ亜科

の種のあいだでは殻の形態だけで分類すると亜科のレ

ベルですら区別し難いものが含まれている.そこで本

題に入る前に本節ではタマガイ類の4亜科について

簡単に説明する.

2･1アンプロスピリナ亜科(Ampu11ospirinae)

本亜科に一般的に共通する特徴としては肩の部分

(第1図のa)がよく張り平坦になることさい滑層が

あまり発達しないことおよび殻口の内唇が外側に弱

くめくれかえったようになることである.この亜科

の出現は三畳紀ともジュラ紀ともいわれタマガイ類の

なかではもっとも原始的な形態を示している.ひと

つ興味深い事実が知られておりそれは新しいタイプの

タマガイ類(他の3亜科)が出現(前期白亜1紀)する前の地

層中からは三畳紀にわずかに見られる例外(FむRsIcH

･ndJABL0NsK1.1984)を除いてタマガイ類によって

穴をあけられたと考えられる二枚貝や巻貝の化石が

ほとんど産出しないということである.速水･加瀬

(1978)はこの事実から古いタイプのタマガイ類(アン

プロスピリナ亜科)が新しいタイプのタマガイ類とは異

なった食性を持っていたのではないかと指摘している.

本亜科は古第三紀まで繁栄したがその後急速に種の数

を減らしていった･日本の中新世の地層から産出する

ナガムラタマガイ(C6閉加αガα6切α勿伽肋〃刎切(O-

TUKA):第1図の1-12)とミズホタマガイ(乃6切6一

八｡刎〃〃η加〃5{(PANNEKOEK):第1図の1-13)は

本亜科の最後の生き残りである.

2･2トミガイ亜科(Po1inicinae)

トミガイ亜科の出現は白亜紀前期といわれており新

生代とくに新第三紀にもっとも繁栄し現在に至ってい

る･代表的な日本の属にはノ･イイロツメタガイ属

(曲3切η:第1図の1-3)トミガイ属(PoZ〃66き:第1図

の1-5)ツメタガイ属(αo∬伽/伽:第1図の1-4)など
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がある.その一般的特徴は

球状あるいは偏平な殻を有す

ること螺層の肩が張ること

があまりないことそして角

質の蓋(第1図の1-5b)を持

つことである.

2.3タマガイ亜科(Nati-

���

この亜科は白亜紀の後期に

出現したと考えられている

カミこの亜科の最大の特徴で

ある蓋(石灰質)の報告カミ伴わ

ないかぎりはっきりしたこ

とはいえない.なぜならも

っとも古いと考えられている

この亜科の種の殻はトミガイ

亜科のいくつかの種とくに

バイイロツメタガイ属(肋功ム

フη)の殻に著しく似ており

殻だけではその区別が容易で

ないことがあるからである.

巻貝分類の古典的大著である

WENz(!941)はノ･イイロ

ツメタガイ属を本亜科に分類

しているほどである.こう

いった問題や巻貝の重要な

分類形質である軟体部の歯舌

の類似などからタマガイ亜科

とトミガイ亜科を区別せず

全てタマガイ亜科として分類

する研究者もいる.タマガ

イ亜科の代表的な日本の属

はタマガイ属(Nα地α:第

1図の1-6)フロガイ属

(Nα地αブ伽:第1図の1-7)

ヒョウタマガイ属(丁舳｡α:

第1図の1-8)ノ､イイ1コタ

マガイ属(C〃物価此α:第1

図の1-9)などで球状な

殻一般に半円状によく発達

したさい滑層(第1図のb:こ

発達が悪いとノ･イイロツメタガ

イ属の殻に著しく似ることがあ

る)および石灰質の蓋を持

つことで特徴ずけられる.
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第1図タマガイ類の捕食跡(矢印)とさまざまなタマガイ種

1-1:アケガイ(P妙"α閉切605α(GOULD))×0.9現生(愛知県三河]色沖).1-2:

チヂワバイ(Aηぬ肋Zψ3物6万｡{ゐ刎∫(DALL))X0.8化石(千葉県銚子市鮮新統飯岡

層)･1-3:メイセンタマガイ(肋功加刎桃刎主3(MAKIYAMA))×0.7化石(滋賀県

甲賀郡中新統黒川層).ユｰ4:キリタニツメタガイ(α033〃伽λ励め刎ω60τ{6倣α(MA-

KIYAMA))×0.8化石(朝鮮半島北東部中新統萬戸洞層).1-5:トミガイ(PoZ〃㈱

〃〃あ5(SwAIs0N))×0.8(1-5a)x1.1(1-5b)現生(沖縄県石垣島).1■6:

トラダマガイ(Nα此αη加Z伽(L1NNAEUs))×0.5現生(鹿児島県志布志湾)11-7:

ヒメプロカイ(Nα地α物∫醐66ZZ刎∫AzUMA)×1.5現生(三重県志摩半島沖).1-8:ト

サタマガイ(丁伽6〃03α酬あ(KUR0DA))×0.9現生(愛知県三河一色沖).1-9:ノ･イ

イロタマガイ(C〃勿0伽此α6Zα伽α(BRODER1PandSOwERBY))×1.0化石(青森県青

森市鮮新統大釈迦層).ユｰ10:ネコガイ(肋舳此加α加μZα(GMELIN))×1.4化石

(静岡県掛川市鮮新統天王砂層).1-1!:フクロガイ(3加〃閉加η伽伽刎(GRIFFITH

andPIDGEON))×0.7化石(千葉県木更津市更新統桜井層).1-12:ナガムラタマガイ

(Cε閉加α∫Z〃伽α〃ηα足｡伽㈹{(OTUKA))×0.4化石(広島県庄原市中新統備北層群).

1-13:ミズホタマガイ(P06切“o刎伽伽刎乃〃r畑(PANNEK0EK))×O.8化石(埼玉県

秩父市中新統平仁閏層).�
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すでに述べたように以下で扱う蓋を

伴ったタマガイ化石はすべて本亜

華に分類される.

2.4フクロガイ亜科(Sininae)

本亜科のもっとも古い確実な記録

は古第三紀の始新世である.この

亜科の殻にはほぼ殻表全体に螺状

の装飾をめぐらすという他の3亜

科に比べてきわ立った特徴がみられ

る.殻は偏平なものから細長いも

のまであり日本の代表的な属とし

てフクロガイ属(8加〃㎜:第1図の!-

11)ネコガイ属(肋伽伽ηα:第1

図の1-10)などがある.

3.殻と蓋が共産して産出し

たタマガイ化;百

鍬潔誤

消鰯

議誰繁

鍬繁潔

紫綬欝

響

現在までに間島が得た日本産の蓋

を持ったタマガイ化石の殻は29個

1欄～

体に及んでいる.これらの殻と蓋葦

の相対的な位置は5つのタイプに

分類することができる.第2図は

これら5つのタイプの殻と蓋の相対

第2図殻と蓋が共産する化石タマガイの現生標本による再現.

的位置を全ての化石標本につきもとになった化石標本を以下の〔〕の中にしめす.P1.,fiみおよびtext-fi島は

現生標本を使うことによって示したMAJ1MA(1984)の図を示しまた第3回とあるのは本論文中の図である.2-1:件

ものである.ただしタイプ1の21層のなかにあってその後半部(蓋の両端のうちとがっている方)を殻口に向けている

〔PL69,figs.1a-b,6,P1.70.figs.3a-b,5a-b〕.2-2:体層のなかにあっ

標本については3つの図(第2図の

てその前半部(蓋の両端のうち丸まっている方)を殻口に向けている〔第3図の3-

2-1,2-2,2-3)で代表してある･7p1.6g,fig㌦2,11｡一b,t1.70,fig㌫4･一b,6､一b〕.2-3:体層のなかにあ

また第3図にはそれぞれのタイプってその後半部を殻口に向けかつ反転している(内表面を殻口に向けている)〔P1.70,

の化石標本の例を示した.以下fig1〕･2-4:殻底にあって反転している〔第3図の3-3から3-6〕､2-5:

この5つのタイプにつき簡単に記載殻底にあって反転しわずかに殻口に向かってズレている〔PL69･fi鰍4･一b〕･2-

6:殻底にあって反転しそして2-5の状態からさらに殻口に向かってズレている〔te一

する'(MAJ1MA,1984を一部改定)･

xt-fig.2,pL68,figs.1a-e〕.2-7:殻底にあって反転し2-4の状態から時計回

りに90度ほど回転している〔text-fig.2,p1.68,figs.2a-e〕.2-8:殻口に一致

タイプ1:蓋は殻口(第2図の･)のしている〔第3図の3-1,3-2〕.2-9:内縁は殻口に一致しているが外縁は体層

なか体層(巻貝の殻の最後の一のなかにある〔P1･69,f19･･5･一b〕.2-10:前半部を殻口からつきだし内表面を

巻)の奥に保存されている(21殻口の内縁に向けている〔第3図の3'8pL69･fi&7〕･2-11:殻から完全に離

れている〔第3図の3-9pl.70,figs.2a-c〕.

個体:第2図の2-1から2-3第

3図の3-7).

タイプ2:蓋は殻底にあって反転しその外表面は殻底タイプ4:蓋はわずかに体層内に入りこんだ状態でその

をむいている(4個体:第2図の2-4から2-7第3前半部(蓋の丸まっている端が前である)を殻口からつ

図の3-3と3-4)･きだしている.蓋の内表面は内唇(第2図のb)に

タイプ3:蓋は殻口に一致しているか(第2図の2-8)面している.(1個体:第2図の2-10第3図の3-8).

あるいはわずかに殻口内に入りこんでいる(第2図タイプ5:蓋は殻から完全に離れている(1個体:第2図

の2-9)(2個体:第3図の3-1と3-2)･の2-11第3図の3-9)､
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…第左図生きたタマガイ類の蓋の動

き(ScH互LEYK0.1977)

4.生きたタマガイ類の蓋の位置と殻と蓋の

形態的関係

生きたタマガイ類の蓋の殻に対する位置はSCHILE･

YKO(1977)によって図示されている(第4図)･タマ

ガイ類が軟体部を伸張するとき蓋は内唇(第2図のb)

を軸に半回転する(第4図の4→3→2→1).そして軟

体部を完全に伸張したとき蓋は殻底部に反転した状態

で置かれる(第4図の1)｡したがって第4図の4カミ

軟体部を収縮したときの蓋の状態また第4図の1が軟

体部を伸張したときの蓋の状態である.

軟体部が伸張したときの蓋の位置は蓋の外表面と殻

底部との形態的関係からも推定することができる.第

5図はフロガイ(Nα加〃伽αZ妙ψ〃｡物ゐ(R0EDING):

第5図の5-1,5-2,5-3)とチシプタマガイ(Cη勿｡η"

此α加〃肋｡吻伽α(DEsHAYES):第5図の5'4,5'5,5'

6)の蓋の外表面と殻底を示したものである･フロガ

イの蓋にはその中央部に螺状な高まり(第5図の･)カミ

ありこの高まりがさい孔(篤5図のb)のくぼみの形

にほぼ一致している･フロガイの蓋の螺状な高まりを

さい孔にさし込むことによって毅と蓋を組合せたのカミ

第5図の5-3である.チシマクガイの蓋はほぼ平滑

であるカミその核の部分に半円形の低い高まり(第5図

のC)がありこの高まりの形はチシマクガイのさい滑

層(第5図のd)の形にほぼ一致している.

さらに蓋は全体的に弱くくぼんだように湾曲しており

第3図殻と蓋が伴って産出した化石タマガイ

3-1,3-2:ノ･イイロタマガイ(Cプ｡ツμo伽肋α♂α伽α(BR0DERIPand

SowERBY))×1.7北海道天塩町鮮新統“勇知"層タイプ3.3-3,3

-4,3-5,3-6:ノ･イイロタマガイの仲間(Cη勿｡加地αsp.)×0･6北

海道新十津川町鮮新統幌加尾白利加層タイプ2.3-3と3-4は3-

5と3-6から作られたシリコン模型.3-7:バイイロタマガイ(C〃か

f0伽此αcZ側5α(BR0DER工PandSowERBY))x1,4北海道黒松内町

鱒新統中ノ川層タイプ113-8:Cη力肋α此αゴ6桃"α伽(SHIBATA)

×1.2三重県安芸郡美里村中新続大仰層タイプ4･3-9:ノ･イイロ

タマガイ(0ημoηα加α6Z側3α(BR0DERIPandSowERBY))×0･7岩

手県二戸市落合鮮新統久保層タイプ5･
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このくぼみ方は殻底の形に良く一致している.つまり

蓋の外表面の形が殻底の雌型のようになっているのであ

る.この形態的特徴にしたカミってチシマタマガイの殻

と蓋を組み合わせたのが第5図の5-6である.した

がって第5図の5-3と5-6は軟体部を伸張したと

きのタマガイ類の蓋の位置をほぼ正確に表わしていると

考えられる.

5.生時の蓋の位置を保存している化;百タマガ

イ標本

生きたタマガイ類が軟体部を伸張したときの蓋の位置

を示す第5図の5-3と5-6を化石標本の蓋の位置を

示す第2図と比較してみよう.第2図のタイプ2の

2-4(もとになった化石標本は第3図の3-3と3-4)が

示す化石の蓋の位置は第5図の5-3と5-6が示す軟

体を伸張した生きた個体の蓋の位置にほとんど完全に

一致している.また第2図のタイプ3の2-8(もとに

なった化石標本は第3図の3-1と3-2)は軟体を収縮

したときのタマガイ類の蓋の位置を正確に示している

(第4図の4).この2標本はタマガイ類が死んだとき

の蓋の状態をほとんどそのまま保存していたと考えて

さしつかえないと思われる･さらに第2図の2-5

から2-7に示したタイプ2の他の化石標本の蓋の位置

は第5図の5-3と5-6に示した生きたタマガイ類の

蓋の位置に極めて近似しておりこれらも軟体部を伸張

した状態で死んだ個体であると考えられる.同様に

タイプ3のもうひとつの化石標本の蓋の位置を示す第2

図の2-9に示した個体もその蓋の位置から判断して

軟体部が収縮して死んだ個体であったと推定される.

6.死後の蓋の移動に関するひとつのモデル

共産して産する化石の殻と蓋の相対的位置のうちも

っとも産出頻度が高いのがタイプ1の蓋が殻口の奥に

保存されているものである･生きたタマガイ類の蓋の

位置は第4図に示した通り常に殻口部およびその外に

あるから蓋が体層の奥に入った状態で死ぬ個体はない

はずである.したがってタイプ1の保存状態を示す

蓋はその死後何らかの外的なカによって移動したはず

である.生時の蓋の位置(第4図)からこのタイプ1

の蓋の保存位置へ蓋がどのように死後移動したかをさ

ぐるためにひとつのモデノレを考えてみた.このモデ

ルでは死にいたりつつある個体が軟底中にある程度

埋まっていることが前提になる･先にも述べたよう

にタマガイ類は砂底あるいは泥底中に住む二枚貝など

第5図タマガイ類の蓋の外表面と殻の殻底と

の形態的関係.

5-1,5-2,5-3:フロガイ(N〃加αブ切3αZα一

加φ〃｡ηあ(R0EDING))×1.3現生(高知県柏

島沖).5-4,5-5,5-6:チシマタマガイ

(C〃勿｡ηατ加α加η肋｡∫去｡刎α(DEsHAYEs))

×0.9現生(北海道室蘭沖).

を通常底質中に潜って捕食することからこの前提はけ

っして無理のないものと考える.

そのモデル(第6図)とは(1〕死んだタマガイ個体の軟

体部は底質中に埋まっていることからその死後腐肉

食性の大型生物等の餌になる機会も少なくバクテリア

などによって静かに分解されてゆく(第6図のA-1,2と

B-1)→(2)失われた軟体部が占めていた空間を周囲の堆

積物が置き換えてゆく(第6図のA-2,3とB-2)→13〕

失われた軟体部を置き換えながら少しずつ移動する堆積

物によって蓋もまた移動する(第6図のA-3とB-2)→

(4)最終的に蓋は堆積物によって殻口のなかまで運ばれ

る(第6図のA-4とB-3)というものである.

タイプ1で示される体層のなかに保存されている蓋

の多くカミこのモデルに示したような過程でその位置を

占めたと考えたい･そしてこのモデルはタイプ1の

蓋の位置の起源が軟体部を伸張した状態と軟体部を

収縮した状態で死に至った両方の個体の蓋の位置からみ

ちびかれることを示している(第6図のA-1→A-4およ

びB-1→B-3).このモデノレにしたがうならばタ

イプ2と3に分類されたいくつかの標本が示す生時の蓋

の位置からのズレを第2図の2-7の個体を除いて説

地質ニュｰス378号�
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第6図タマガイ類の死後堆積物によって運ば

れる蓋の移動経路

明する事ができる･第2図の2-5と2-6に示した軟

体部を伸張して死に至ったと推定される2つの個体の蓋

は殻口に向かってわずかにズレている.このズレは死

後失われつつある軟体部を置き換える堆積物によるタ

イプ!の状態に向かう蓋の移動の途中段階を示している

と考えられる'(第6図のA-3).第2図の2-4,2-5,

2-6の順に標本をながめてみるとまるで蓋が殻口に

向かって移動する様を順々にとらえているようにも見え

るのである.また第2図の2-9に示した化石個体の

蓋の位置は軟体部を収縮した状態で死んだ個体の蓋の

位置からタイプ1の状態に向う移動の途中段階を示し

ているものと考えられる(第6図のB-2).

第2図の2-11(もとになった化石標本は第3図の3-9)

に示したタイプ5のように蓋が殻から完全に離れてし

まった個体の蓋の位置の説明は容易である.なぜな

ら大多数の個体は殻と蓋がバラバラで産出しているの

でありこの化石標本は単にその殻と蓋が別れてゆく過

程をとらえているにすぎないと考えられるからである.

いうまでもなくすべてのタマガイ個体が底質に埋まっ

1986年2月号

て死ぬ必然性はなく埋まったまま死に至った個体のう

ちのいくらかがその後の再堆積などを被ることもなく

蓋を持った状態で化石化したのであろう.

このモデノレでまったく説明がつかない個体は第2図

の2-10(もとになった化石標本は第3図の3-8)に示し

たタイプ4の蓋の位置である.この蓋の位置は第4図

の1と4およびその中問のいずれの位置からその起源を

考えても殻口の周囲で蓋カミ堆積物を押しのけるように

半回転しないと説明がつかない.おそらく堆積物以

外の月例えば大型腐肉食性生物の活動などが加わった

ためとおもわれる.

7.まとめ

従来いわゆる“生時の蓋の状態"として記載報告さ

れてきた化石巻員の蓋はいずれもタイプ3のように蓋

が殻口に一致している状態のものでタイプ2のような

蓋が殻底で反転しているようなものは報告されていなか

った､しかし本論で示したようにタイプ2に分類さ

れる個体は4個体も有りタイプ3の2個体に比較して

むしろ高い頻度で産出している.このことは軟体部

を伸張した状態で死にいたるタマガイ類がけっして珍し

くないということを示している.従来の研究にタイプ

2のような蓋の保存状態を示す化石個体がほとんどなか

ったのは蓋を持っ巻貝類が軟体部を伸張したままで

死ぬなどということが考えられない(殻口を蓋で閉じた状

態が巻貝類にとってもっとも安全だから)あるいは軟体部

を伸ばした状態の蓋の位置が極めて不安定な位置(殻底

に対して反転し単に殻底に置かれているだけ)にあるため

化石としてそのままの状態では残りにくいに違いないと

いったような予断カミあったためではないだろうか.そ

の結果としてタイプ2のような蓋の保存位置を占める化

石カミ発見されても採集者の興味を引くことがなかった

のではあるまいか.

タマガイ亜科の化石の殻と蓋の共産はけっして珍し

いものではなく筆者が採集した2,3の化石産地では

ごく普通に採集される･日本以外でもPAvIA(1980)

によって北イタリアの鮮新統から多数のタマガイ亜科の

殻と蓋の共産が報告されている.初めに述べたよう

にタマガイ類は新生代海成層中のごく普通の貝化石で

あるから今後も殻と蓋が伴った化石標本の産出カミ期待

されるがこれから発見されるであろう化石標本の蓋の

位置がここに示したモデノレにあうものなのかどうか大

変興味深いところである.�
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8.おわりに

タマガイ類以外の巻貝化石でも殻と蓋の共産がこれ

までにいくつか報告されている｡最近の例を以下にあ

げる.野田･菊池(1980)は茨城県の中新統男体山火

山角礫岩層から珊伽舳Zψゐθ砂舳∫{Zα伽舳(KUR0-

DA)(ニシキウズガイ科)をKAsEand.MAEDA(1980)は

千葉県の下部白亜系君ケ浜層から肋ツα"αブ6"KAsE

(アマガィモドキ科)をG0RD0NandYoc肥Ls0N

(1982･)は北米の下部石炭系Batesマi11eSandstoneか

ら地¢北｡ψ5む(N〃北｡ψ∫ゐ)9θ刎6切θηθ勿5ゐMEEKand

W0RT肥N(ナチコプシス科)をまたG0RD0N･and

Yoc肥Ls0N(1982b)は北米の下部石炭系Greenbrier

Li皿estoneからルカωかむ(Nα地｡かみP)肋枕{G0R-

D0NandYocHELs0N(ナチコプシス科)を報告した･

これらの蓋はいずれも石灰質でその保存位置は本稿で

いうタイプ!(野田･菊池1980)とタイプ3(KAsEand

������げ�������丬�����

D0N.ndYoc肥Ls0N,1982b)にあたる.化石巻貝の角

質の蓋の産出例があることはすでに述べたがこのう

ち松岡･中村(198!)が滋賀県の更新統古琵琶湖層群

堅田累層から報告した0伽〃9oψαZ泌伽プ砂｡れ北α(v.

MARTENs)(タニシ科)とIWASAKI(1980)が熊本県の

白亜系川口層から報告した"α力肋〃伽{5IWASAKI

は殻と共産しその蓋の保存位置はそれぞれタイプ1

とタイプ3を示す.これらの産出はタマガイ類以外で

も本稿と同様な研究が可能であることを示している･

とくに絶滅種の殻と蓋が共産して多数発見されればこ

れまで類似の現生種との比較からしかわからなかった軟

体部の動きや形をその蓋の保存位置からある程度推定

することができるかもしれないのである.タマガイ類

に限らず巻貝化石を採集する際は蓋があるかどうか

そしてもし蓋が殻と共産していたならばその位置は

どんなところにあったかを十分に気をっげれぱさらに

多くの蓋つきの巻貝化石標本が採集されることが期待さ

れそして多くの新知見をもたらしてくれるであろう.
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